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主な意見

(1) 学校の教育活動について（松尾校長と先生方）
①大きな問題は特に無いけれど、成長の過程で多くの生徒が経験する様々な問題にぶつかり課題克服しつつある状況である。
・小学生の授業体験、部活度体験、AKAの小中連携の教員研修も終了。　　・インフルエンザ流行、一旦終息。
・「ことだま」活動が始まりNPO法人子どもサポートセンターのフリーアナウンサー谷原さんや保護者を迎えてご協力を頂いている。
②３人の先生方からの報告
・一年生の様子は良くも悪くも学校生活に慣れてきている、そんな中で人間関係も出来てきて少し気のゆるみも見えてきたかなと思う。職業インタ
ビューを家庭でしてきたことを明日（９月３０日）の土曜授業でクラスごとに発表することになっている。レスキュー隊やボランティアの募集が以前より
少ないので声をかけていきたい。
・二年生の様子は素直な子が多いので少し幼いところが課題かなと思っていたけれど、７月に行われた職場体験を通して成長したと思われる。生
徒会役員の募集を通して、個人から学校全体を観れる広い視野をもって行ける様に指導していきたい。
・三年生の様子は進路選択の時期に入って来た。子ども達と家庭と教師の連携を通して良い環境をつくっていきたい。
・先生方の話し方講座を校内研修として開催した。講師にNPOの谷原さんを迎えて、話を聞く中でハッとする様々な気付きがあった。学校から、当
日参加者の自由記述アンケートの紹介があった。
（２）次期CS委員の委嘱状況について
・任期満了に伴うCS委員改選については、定員全員を委嘱できる予定であることの報告があった。
（３）教育委員会からの報告
・６月に区教育委員会に「願い書」を提出したが、一部項目についての返答がない状況なので待っている。とりわけ、４月から数学教師がまだいな
い状況が続いている、この様な教員、職員のサポートのお願いをだしている。また、アンケート調査について、教育委員会のFoamsが例年だと遅い
ので　現在どういう状況か尋ねている。
・教員の次年度の任用についての連絡が教育委員会から来ているが、校長先生の意向を聞いて来月のCSで意見書の内容を議論する予定であ
る。
（４）４者研修会報告
・東京学芸大学教育心理学講座　岩崎美奈子先生をお迎えし、「思春期の子どもと自己肯定感について」講話を聞き、自己肯定感と安心出来る環
境づくりについて、ワークショップも含めた研修機会が開催（学校主催）された、参加者は、保護者、学校支援本部員、教師、CS委員で約40名の参
加者であった。
（５）その他 ・校内の物品整理を行い、不要、不明物について対処した。その中で本校教育活動の経緯も話し合われた。

出席者（委員）

黒澤副校長、他４名

保護者2名、地域２名

三石会長、松尾校長、生重職務代理、鹿野委員、柴田委員、齊郷委員、戸谷委員、福井委員、根岸委員、田中委員、

出席者（学校）

【協議事項】

【協議事項】

（1）CS年間計画と引継ぎ事項の検討（各部会）
（2）メビウス等の編集、刊行計画について〈PR部会）
（3）今年度のアンケート調査について（評価部会）
（4）今後のCS会議の日程について〈運営部会）
（5）その他 ①退任委員へのお礼 ②各部会の引継ぎの仕方について ③連絡事項

【報告事項】

会議内容（次第順）

【報告事項】
(1) 学校の教育活動について（松尾校長）
(2) 次期CS委員の委嘱状況について（松尾校長）
(3)教育委員会からの連絡(三石会長）
(4)その他 ①４者研修参加報告

傍聴者人数

令和5年度第５回学校運営協議会会議録
　天沼中学校

　田中富子

開催日時

開催場所　

令和５年９月２９日（金）　1４：00～1７：３0

会議室

様式２



日時
会場

次回の会議日程
令和5年度　１０月１７日(火)  10:00～  CS会議
会議室

（1）CSの年間計画と引継ぎ事項の検討（各部会）
・運営部会から、①会議に必要な資料は各部で用意する、②来月新委員の着任後各部で引継ぎを行う、③議事録の作成は全委員持ち回りで、議
事録に作成に関するマニアルを運営が作成する、という提案があり、了解された。
（２）メビウス等の編集について（PR部会）
・刊行計画について提案を受け、①メビウス等は企画・PR部会で行うこと、②見積もり等については、区役所と印刷所、学校事務と連絡をとりなが
ら行う、ということとした。なお、現在編集中のメビウスについては、発行が遅れるかもしれないので区役所に連絡（学校から）することとした。
（３）今年度アンケート調査について（評価部会）
・評価部会から、これまでの準備状況の説明と今年度のアンケート調査についての提案があった。
①独自の調査を”生活と学び”とし、教育委員会の「教育調査」とは別にグーグルフォームを利用して実施したことと、今年度は、区の「教育調査」対
象が保護者、教員、CSとなり、生徒には「意識・実態調査」を別途行う（基本は年３回）という変更点があること等の説明がなされた。
②それを基に、質問項目をR４年度の項目をベースに検討作成していく（第一案）と、学校経営方針・教育課程に限定し、それら実施状況等を問う
項目を作成する（第二案）が提案され、第二案を部会として推奨した。
③意見交換では、「学校経営方針」に即した教育課程の実施状況の調査の重要性を確認するとともに、さらにそれらの妥当性適合性を判断するた
めに、それらに限定せずより多様な調査項目をこれまで実施してきた項目を勘案して作成・実施するという第三案が提案された。意見交換のすえ、
「教育調査」「意識・実態調査（生徒対象｝」との重なり等を調整しながら、これまでの天中CS独自項目を勘案して作成することとした。
④また、学校関係者評価委員会の構成委員については次回検討することとした。
（４）今後のCS会議の日程について〈運営部会）
・次回１０月は１７日に決まっているが、それ以降の日程については、新メンバーによって決める。
（５）その他
①校長から、区からの学力調査について、区・都・全国の状況に比して良い数字が出ることの報告（「天中だより」９月３０日号）とともに、その成果
は授業内で知識の定着や基礎基本定着の取組が出来たうえでの数字ではないか」という報告があった。
②校長からCS委員に、道徳授業地区公開（１０月１１日）と、次回CSまでに学校参観をし次回CSで感想等の発言依頼があった。
③今月で退任するCS委員への記念品贈呈を行った。本当にお世話になりました。今後ともご支援とご協力をよろしくお願いいたします。
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